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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 ○全国平均と同程度もしくは上回った種目 

・握力    ・20ｍシャトルラン 

・立ち幅跳び 
※太字は大きく上回っている項目 

○全国平均より下回った種目 

・上体起こし ・長座体前屈 ・反復横跳び 

・50ｍ走   ・ソフトボール投げ 
※太字は大きく下回っている項目 

・前回調査結果と比較すると、全国平均を下回る種

目が増加している。サンプル数が少ないため一

概には言えないが、子どもたちの運動・スポーツ

への意識が、体力・運動能力の結果として表れて

いると考えられる。 

 ○全国平均と同程度もしくは上回った種目 

・握力 ・上体起こし ・反復横跳び 

・20ｍシャトルラン  ・ソフトボール投げ 
※太字は大きく上回っている項目 

○全国平均より下回った種目 

・長座体前屈 ・50ｍ走  ・立ち幅跳び 

 
※太字は大きく下回っている項目 

 「運動が好き」   R6 男子 85.0%女子 62.5% 

R7 男子 69.8%女子 47.9% 

「体育授業は楽しい」R6 男子 82.5%女子 68.8% 

R7 男子 59.1%女子 49.0% 

一日の睡眠時間が 7 時間未満 

男子 全国平均 11.0％ 平岸小 16.3％ 

女子 全国平均 9.6％ 平岸小 16.3％ 

・授業及び授業以外で運動の楽しさを感じている

子どもが減少している。体育授業の改善と子ど

もが取り組みたくなる運動環境の整備が急務。 

・睡眠時間、スクリーンタイムにも課題が見ら

れ、健康教育も充実を図る必要がある。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

・地域のスポーツクラブやスキースクールの人材を講師として活用するなど、専門家の指導に触れる機会を設ける。 

・水泳学習やスキー学習等では保護者ボランティアを募り、学習への協力を依頼することで、個に応じた指導体制を整える。 

   ・養護教諭、栄養教諭だけでなく、ゲストティーチャーを招いた健康教育の場を作り、子どもの実態を踏まえた指導の充実を図る。 

具体的な

取組 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

○運動量を確保しながら仲間と共に運
動することの楽しさ、喜びに触れる
課題探究的な学習展開を図る。 

○運動の特性や楽しさを分析し、単元
を貫く柱を明確にした授業づくりに
努める。 

○振り返りを通して自己の伸びや課題
を明らかにして、次への意欲へと繋
げる。 

○校内研修を通して、体育の授業づく
りのポイントや運動が苦手な子ども
への関わり方など指導技術する。 

○準備運動として「平岸アップル体
操」の動画を活用する。準備運動を
しながら様々な動きを身に付けられ
るようにする。 

○食文化の理解や食事のマナーを身に付け

る取組を、年間を通じて行うとともに、

自分の心と体を理解し大切にするため

に、子ども一人一人の実践力を育てる取

組を、年間を通じて行う（養護教諭・栄

養教諭による授業・怪我の初期手当・性

指導）。 

○校内掲示の工夫やお便りを通じて児童や

家庭に対して健康の大切さを啓発する。 

○食事・睡眠・運動のバランスのとれた規

則正しい生活の励行。 

○北海道警察等と連携し、長期休業前の非

行防止教室や薬物乱用防止教室を実施す

る。 

 

 

体力・運動能力

＜男子＞ 

体力・運動能力

＜女子＞ 

○器械運動週間（鉄棒・マット・跳び箱運動）を

設定して、休み時間に子どもが自由に運動に浸

る場・練習できる場を作る。練習機会の限られ

る器械運動に親しむとともに、技能の習得を支

える時間とする。 

○体育館やグラウンド、中庭など校内環境を活用

した運動遊びコーナーを設置する。子どもが

「やってみたい！」と思えるような環境整備を

通して、運動遊びに親しむ子を育てる。 

○上の環境整備については、高学年の委員会活動

の一環として、子どもたちの声を取り入れなが

ら進めていく。子どもたち自身が自分たちの体

力の実態を知り、どんな場があれば運動遊びを

する子が増えるか考えて計画を進めていくこと

で、運動への関心・意欲を喚起する。 

家庭・地域との 

連携・協働 


